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令和７年７月発行

宮崎県総合政策部統計調査課

（４月の概況）

みやざき統計BOX

「みやざき統計ＢＯＸ」も

役に立つよ！



( 「主要指標の動き」に用いている指標については、指標毎に調査・集計時点（月）

が異なりますので、比較・利用する際にはご注意ください。）

詳細は以下のページ（統計全般）に掲載しています。

また、「みやざき統計ＢＯＸ」でも閲覧することができます。

https://stat.pref.miyazaki.lg.jp/

https://www.pref.miyazaki.lg.jp/kense/toke/index.html

「宮崎県の主要指標」は令和７年７月10日までに得られた数値により作成しています。

※景気動向指数を除く



【４月の概況】

※矢印は、前月または前年同月と比較してどのように変化したかを表しています。

【景気動向指数(DI)】

令和７年４月の本県の景気動向指数(DI)は、先行指数が40.0%、一致指数が71.4%、遅行指数が60.0%となり
ました。

※景気動向指数：景気に敏感な経済指標を用いて、景気が上向きか下向きかを総合的に示す指数

●全国・九州各県（４月） （単位：％）

本 県 全 国 福 岡 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 鹿 児 島

先 行 指 数 40.0 10.0 0.0 68.8 - - 40.0 20.0

一 致 指 数 71.4 38.9 14.3 42.9 - - 57.1 42.9

遅 行 指 数 60.0 43.8 57.1 33.3 - - 42.9 60.0
※長崎県は令和２年２月分から指数の算出を廃止、熊本県は令和６年１月分から算出を休止している。

（１－１表　資料：県統計調査課）

[主要指標の動き]

５．企業景況

６．人口

消費は、物価上昇の影響などがみられるものの、緩やかに回復してい
ます。

４．投資

県内経済は、緩やかに回復しています。

１．生産・貿易

２．消費

３．雇用・労働
雇用は、有効求人倍率が下降の動きとなっています。
賃金は、実質賃金指数が６か月連続で前年を下回りました。

新設住宅着工戸数は前年を下回りました。
公共工事請負件数・金額は４か月連続で前年を下回りました。

令和７年４～６月期の全般的業況ＤＩは、前期比で１ポイント悪化し
ました。

推計人口は前月より4,050人減少し、世帯数は前月より375世帯減少し
ました。

鉱工業生産指数は２か月連続で前月を上回りました。
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１．生産・貿易

１－１　【鉱工業生産指数（季節調整済指数)】

令和７年４月の本県の生産指数は82.3で、前月を1.6％上回りました。
全国の生産指数は101.3で、前月を1.1％下回りました。
九州の生産指数は111.0で、前月を0.6％上回りました。

※本県及び全国は年間補正により令和６年１月以降のデータを更新しました。
※本県は速報値[平成27年(2015年)＝100]、全国は確報値[令和２年(2020年)＝100]、九州は速報値[令和

　２年(2020年)＝100]

●全国・九州各県（４月）
本 県 全 国 福 岡 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 鹿 児 島

生産 82.3 101.3 101.8 94.8 116.8 128.4 107.0 89.6

（４－３表　資料：県統計調査課）

１－２　【牛・豚のと畜頭数、枝肉生産量及びブロイラーひな餌付羽数】

令和７年４月の本県のと畜頭数は、牛が4,548頭で前年同月を2.6％上回り、豚が83,606頭で前年同月を
0.8％下回りました。

枝肉生産量は、牛が2,207ｔで前年同月を1.9％上回り、豚が6,722ｔで前年同月を0.4％下回りました。
ブロイラーひな餌付羽数は1,272万7千羽で、前年同月を0.1％上回りました。

（３－２表　資料：農林水産省　(般)日本種鶏孵卵協会）

鉱工業生産指数は２か月連続で前月を上回りました。

※鹿児島、本県は[平成27年(2015年)＝100]、全国、福岡、佐賀、長崎、熊本、大分は[令和2年(2020年)＝100]
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１－３　【通関実績】

令和７年４月の本県の輸出額は55億８百万円となり、前月から20.3％減少しました。
また、輸入額は49億37百万円となり、前月から19.0％減少しました。
この結果、収支額（輸出額－輸入額）は５億71百万円のプラス（黒字）となりました。
主な品目では、輸出は二酸化マンガン（酸化剤・乾電池等に使用）などが増加し、合成繊維の長繊維の
糸や不織布などが減少しました。輸入では、歴青炭（石炭）などが増加し、ポリアミド（電子・電気機
器等に使用）や化学木材パルプなどが減少しました。

●全国・九州各県（４月） （単位：億円）

本 県 全 国 福 岡 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 鹿 児 島

輸出（A) 55.08 91,571.73 7,119.36 117.74 136.51 42.31 749.03 66.56

輸入（B) 49.37 92,728.00 3,435.88 95.34 184.93 74.63 1,649.32 1,674.33

収 支 (A)-(B) 5.71 ▲ 1,156.27 3,683.48 22.40 ▲ 48.42 ▲ 32.32 ▲ 900.29 ▲ 1,607.77

（９－１表　資料：財務省）
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２．消費

２-１　【百貨店・スーパー商品別販売額】

令和７年４月の県内百貨店及びスーパー（計35店舗）の販売額は57億26百万円で、前年同月を1.4％上回り
ました。商品別販売額では衣料品が８億31百万円で前年同月を0.08％下回り、飲食料品が32億８百万円で前

※各月における商品別販売額の合計と総販売額は、端数処理の関係で一致しないことがあります。

●全国・九州各県（４月） （単位：億円）

本 県 全 国 福 岡 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 鹿 児 島

販売額計 57.26 18,025.12 586.34 48.21 76.88 143.93 94.83 176.64

（９－２表　資料：経済産業省）

２-２　【コンビニエンスストア販売額】

令和７年４月の県内コンビニエンスストア（計446店舗）の販売額は81億39百万円で、前年同月を3.2％上回り
ました。

●全国・九州各県（４月） （単位：億円）

本 県 全 国 福 岡 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 鹿 児 島
販売額計 81.39 10,779.1 458.04 68.09 97.06 147.91 90.62 116.14

（資料：経済産業省）

消費は、物価上昇の影響などがみられるものの、緩やかに回復しています。

年同月を0.04％上回り、その他が16億88百万円で前年同月を0.01％上回りました。
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[参考]
「月例経済報告」抜粋（令和７年６月11日：内閣府）　※全国

※　前月から変更なし

【各　　論】
６月月例

個人消費
消費者マインドが弱含んでいるものの、雇
用・所得環境の改善の動きが続く中で、持
ち直しの動きがみられる

設備投資 持ち直しの動きがみられる

住宅建設 おおむね横ばいとなっている

公共投資 底堅く推移している

輸　出 このところ持ち直しの動きがみられる

輸　入 このところ持ち直しの動きがみられる

貿易・サービス収支 赤字となっている

生　産 横ばいとなっている

企業収益
改善しているが、通商問題が及ぼす影響等
に留意する必要がある

業況判断 このところおおむね横ばいとなっている

倒産件数 おおむね横ばいとなっている

雇用情勢 改善の動きがみられる

国内企業物価 緩やかに上昇している

消費者物価 上昇している

海外経済

世界の景気は、持ち直しが緩やかになってお
り、一部の地域において足踏みがみられるほ
か、関税率引上げに伴う駆け込み需要やその
反動の影響、不透明感がみられる。
 先行きについては、通商政策による影響の
広がりから、持ち直しの動きが弱まる可能性
がある。また、今後の通商政策など米国の政
策動向による影響等による下振れリスクや金
融資本市場の変動の影響等に留意する必要が
ある。

※　下線部は、前月から変更した部分

５月月例 ６月月例

緩やかに上昇している

このところ持ち直しの動きがみられる

５月月例

消費者マインドが弱含んでいるものの、雇
用・所得環境の改善の動きが続く中で、持
ち直しの動きがみられる

持ち直しの動きがみられる

おおむね横ばいとなっている

底堅く推移している

 先行きについては、雇用・所得環境の改善
や各種政策の効果が緩やかな回復を支える
ことが期待されるが、米国の通商政策の影
響による景気の下振れリスクが高まってい
る。加えて、物価上昇の継続が消費者マイ
ンドの下振れ等を通じて個人消費に及ぼす
影響なども、我が国の景気を下押しするリ
スクとなっている。また、金融資本市場の
変動等の影響に一層注意する必要がある。

　景気は、緩やかに回復しているが、米国の
通商政策等による不透明感がみられる。
　

　景気は、緩やかに回復しているが、米国の
通商政策等による不透明感がみられる。
　

 先行きについては、雇用・所得環境の改善
や各種政策の効果が緩やかな回復を支える
ことが期待されるが、米国の通商政策の影
響による景気の下振れリスクが高まってい
る。加えて、物価上昇の継続が消費者マイ
ンドの下振れ等を通じて個人消費に及ぼす
影響なども、我が国の景気を下押しするリ
スクとなっている。また、金融資本市場の
変動等の影響に一層注意する必要がある。

上昇している

世界の景気は、持ち直しが緩やかになってお
り、一部の地域において足踏みがみられるほ
か、米国の通商政策による不透明感がみられ
る。
 先行きについては、通商政策による影響の
広がりから、持ち直しの動きが弱まる可能性
がある。また、今後の通商政策など米国の政
策動向による影響等による下振れリスクや金
融資本市場の変動の影響等に留意する必要が
ある。

このところ持ち直しの動きがみられる

赤字となっている

横ばいとなっている

改善している

このところおおむね横ばいとなっている

おおむね横ばいとなっている

改善の動きがみられる



[参考]
「宮崎県金融経済概況」抜粋（令和７年７月１日：日本銀行宮崎事務所）
【概　　要】

※　下線部は、前回から変更した部分

[参考]
「宮崎県内経済情勢報告」抜粋

（令和７年４月：九州財務局宮崎財務事務所）
【総括判断】

※　前回から変更なし

【各項目の判断】
今回（７年４月判断）

個人消費
物価上昇の影響などがみられるものの、緩
やかに回復しつつある

生産活動 弱含んでいる

雇用情勢 緩やかに改善しつつある

設備投資 ６年度は増加見込み

企業収益 ６年度は減益見込み

企業の景況感 「上昇」超となっている

住宅建設 前年を上回っている

公共事業 前年度を下回っている

倒産 件数、負債総額ともに前年を上回っている

※　下線部は、前回から変更した部分

６月 ７月

前回（７年１月判断）

物価上昇の影響などがみられるものの、緩
やかに回復しつつある

弱含んでいる

前回（７年１月判断） 今回（７年４月判断）

　宮崎県の景気は、緩やかに回復している。

　すなわち、最終需要面をみると、個人消費は、
緩やかに回復している。
　観光は、緩やかに回復している。住宅投資は、
弱めの動きとなっている。
　公共投資は、増加している。

　生産は、弱めの動きとなっている。
　企業部門の動向を短観（3月＜鹿児島・宮崎両県
集計分＞）でみると、設備投資は、高水準で推移
している。
　雇用・所得環境は、緩やかに改善している。

　宮崎県の景気は、緩やかに回復している。

　すなわち、最終需要面をみると、個人消費は、
緩やかに回復している。
　観光は、緩やかに回復している。住宅投資は、
弱めの動きとなっている。
　公共投資は、増加している。

　生産は、弱めの動きとなっている。
　企業部門の動向を短観（6月＜鹿児島・宮崎両県
集計分＞）でみると、設備投資は、増加してい
る。
　雇用・所得環境は、緩やかに改善している。

　物価上昇の影響などがみられるものの、緩やか
に回復しつつある。

　物価上昇の影響などがみられるものの、緩やか
に回復しつつある。

前年度を上回っている

件数、負債総額ともに前年を上回っている

緩やかに改善しつつある

６年度は増加見込み

６年度は減益見込み

「下降」超となっている

前年を下回っている










